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JR野々市駅　開業50周年
北陸学院高校バスケットボール部　大倉颯太選手インタビュー
【トピックス】東日本大震災の教訓を生かして　市防災講演会
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のゝ市人を運んで 50 年
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　平成 30年３月 25日㈰、JR 野々市駅が開業 50周年を迎えます。現在、一日平均で 3,500 人以上が利
用しており、市の玄関口として大きな役割を果たしている野々市駅。通勤・通学の手段としてはもちろん、
北陸新幹線の開業もあって、今後もますます利用者が増えることが予想されます。
　そんな野々市駅はどのようにして造られ、どのような歴史をたどってきたのでしょうか。野々市駅の 50
年を振り返ってみましょう。

　野々市駅の所属する北陸本線は明治 29 年に敦賀―福
井間で開通し、明治 32 年に敦賀―富山間まで全線開通
しました。しかし、現在の野々市にあたる地域には駅
はなく、全線開通から 50 年以上も野々市に汽車が止ま
ることはありませんでした。
　そこで昭和 32 年に野々市駅誘致運動が始まり、昭和
34 年には二日市・長池・御経塚・野代・稲荷の５町会
が参加し、「期成同盟会」が結成されました。
　そして誘致運動開始から約 10 年後の昭和 41 年、つ
いに当時の国鉄が野々市駅の建設を承認しました。こ
のことは当時の広報紙「野々市公民」でも大きく取り
上げられています。
　右の空中写真は、野々市駅完成の６年前と５年後に
撮影されたものです。駅の完成前は田や畑が多く、建
物は少ないですが、完成後はとてもたくさんの建物が
建ち並び、大きく発展したことが分かります。
　野々市駅に最初の電車が到着したのは昭和 43 年３
月 25 日午前６時 25 分。この日以降、野々市駅は野々
市の発展に大きく貢献していくこととなります。
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　上段２枚の写真は昭和 43年、開業当初の野々市駅で
す。開業当時は一日 27 本の電車が走り、一日平均で
300 人程度が利用していました。また、中学校の修学
旅行にも利用されました。
　下段２枚の写真は現在の野々市駅です。一日に走る
電車の本数は 90本に増えています。利用者も大きく増
加し、一日平均で平成 12年度は 1,229 人、平成 27年
度には 3,516 人が利用しました。
　これからも長く利用される駅になるよう、大切に使っ
ていきたいですね。

ＪＲ野々市駅　開業 50 周年

昭和 41年発行
「野々市公民」より

三日市

三日市

野代

野代

長池

長池

押野

駅建設地

野々市駅

二日市

二日市

御経塚

御経塚

国土地理院撮影空中写真
（一部編集）

野々市駅開業当時を知る北村成人
さん（二日市）に聞きました！！

　期成同盟会が野々市駅誘致運動を始
めたのが 60 年ほど前です。父が同盟
会のメンバーだったこともあって、駅
を誘致するにあたって苦労や努力する
姿を見ながら、当時は子どもながらに
「野々市に、地元に尽くす」という姿勢
を感じていました。
　野々市全体が協力し、重ねた努力の
結果が今の野々市駅につながっている
と思います。今ではそこにあることが
当たり前になっている野々市駅ですが、
今回開業 50 周年を迎えるにあたって、
今一度当時の苦労や努力を思い起こし
て、これからのさらなる発展につながっ
ていけばと思います。

野々市駅完成（昭和 43年）

開業当初の野々市駅（昭和 43年）

現在の野々市駅（平成 30年） 北口プラザ（平成 30年）

修学旅行に出発する中学生
（昭和 43年）

昭和 37年

昭和 48年

【南口マーケット】
9:45 ～ 14:00　JR 野々市駅南口広場

オープニングイベント　太鼓演奏：夢み隊
産直市、餅つき、屋台など

【パネル展　野々市駅のあゆみ】
３月９日㈮～ 27日㈫　交遊舎

【メモリアルイベント】
10:15 ～ 12:30　交遊舎

記念講演「鉄道旅行の楽しみ」講師：芦原伸氏
音楽演奏など（puddle ウクレレ部、金城大学ダン
ス部ほか）

JR 野々市駅 50周年記念事業実行委員会事務局
（地域振興課内）　　　　　　　　☎ 227 － 6118

開業 50周年記念事業　JR野々市駅フェスタ
開催日：３月 17日㈯



大倉　颯太選手
北陸学院高校バスケットボール部３年（布水中出身）
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？
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、
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あ
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れ
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。
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？
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が
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。
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Ｂ
Ａ
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さ
れ
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が
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と
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の
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に
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合
っ
た
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を
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る
と
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う
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に
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と
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。
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と
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き
し
て
い
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に
つ
い

て
の
思
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を
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か
せ
て
く
だ
さ
い
。
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高
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よ
り
レ
ベ
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も
上
が
っ
た
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で
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レ
ー
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
高
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で

は
果
た
せ
な
か
っ
た
日
本
一
と
い
う
目
標

を
達
成
し
た
い
で
す
。

最
後
に
、
バ
ス
ケ
選
手
と
し
て
の
将
来
的

な
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

―
大
学
で
さ
ら
に
自
分
の
バ
ス
ケ
に
磨
き

を
か
け
、
将
来
は
Ｂ
リ
ー
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で
プ
レ
ー
し

て
バ
ス
ケ
を
も
っ
と
盛
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
に

し
た
い
で
す
。
ま
た
、
い
つ
か
は
こ
れ
ま

で
育
っ
た
野
々
市
市
や
石
川
県
に
恩
返
し

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

館野小学校→布水中学校→北陸学院高校
　小学１年生からバスケットボールを始め、中学時代は全国大会で優勝。高校は全国の強豪校からの多数の
誘いを断り、男子バスケットボール部が創部３年目（当時）の北陸学院高校に入学した。北陸学院高校では
１年次からエースとして活躍し、インターハイベスト８、ウインターカップ３位などの成績を残した。また、
第 71回国民体育大会では石川県代表として出場し、準優勝に大きく貢献した。
　抜群の得点能力を持ちながらチームプレーを優先し、チームを勝利に導く大倉選手は現在のバスケット
ボール界で高校No.1 プレーヤーとの呼び声が高く、その将来が大いに期待されている。４月からは関東の
強豪大学に進学し、さらなる成長を目指す大倉選手を直撃取材した。

　大倉選手の長所は厳しい練習にも手を抜くことなく取り組み、
自分を追い込むことができる点です。また、知識と自信にあふれ、
チームメートにも適切に助言するので、コーチの役割も果たして
くれています。大学で環境が変わっても彼ならすぐに適応できる
と思いますし、どんどん自分を出してプレーし、いずれは日の丸
を背負う選手になってほしいと願っています。

北陸学院高校・濱屋コーチに聞きました
大倉選手はこんな選手！！

広報写真アルバム
2次元バーコード
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　１月 18日㈭、平成 29年度世界青年の船事業
地方プログラムの一環として、モザンビークと
メキシコの青年が野々市市を訪れました。
　訪れた青年 24 人は２グループに分かれ、喜
多家住宅と郷土資料館を見学。喜多家 12 代当
主の敬次さんとののいち里まち倶楽部のメン
バーが、建物の構造や歴史について英語で説明
すると、「この道具は何に使うのですか」などと
青年から質問が飛び出していました。
　また、青年らは抹茶を体験。和菓子とともに
なじみのない抹茶を味わい、日本の文化を学び
ました。

　最後に訪れた学びの杜ののいち　カレードで
は館内を見学した後、折り紙サークル「たれぱ
んだ」の東氏ら指導のもと、折り鶴を作成しま
した。経験したことのない作業に苦労していま
したが、全員が見事折り鶴を完成させました。
　前週に降った大雪の影響もあり、市内の至る
所に雪が積もっていましたが、自国では珍しい
雪を見て青年らは大興奮でした。
　参加した青年からは「抹茶がおいしかった」「雪
をまとった喜多家住宅の庭が素敵だった」「すべ
てとてもよかったが、特に図書館はわくわくし
た」と満足の声が聞かれました。

地域のことならまかせて！

まちの町内会長さん
（敬称略）

わたしたちが今年の町内会長です

平成 30年　市連合町内会総会

本
　
町
　
地
　
区

本町一丁目 髙橋　吉隆

本町一丁目（県住）宮本　一郎

本町二丁目 田村　隆三

本町三丁目 小柳　　進

本町四丁目 黒保　　洋

本町五丁目 村戸　節也

本町六丁目 戸田　大生

若松町 大畑　了太郎

横宮町 北本　克敏

高橋町 垣坂　太佳盛

扇が丘 小浦　健次

住吉町 木津　敏雄

菅原町 山崎　一弥

菅原団地 勝村　清和

白山町 久保　哲造

富
　
奥
　
地
　
区

中林 中村　誠宏

中林丸の内 深谷　明男

上林 山下　　久

新庄一丁目 紺谷　三枝子

新庄二丁目 辻　　昌一

新庄三丁目 又多　信也

新庄四丁目 長勢　二郎

新庄五丁目 中田　由紀子

粟田 久保　俊策

矢作 山岸　正治

三納 上田　昭夫

藤平 三納　吉博

藤平田 堤井　淳一

藤平田二丁目 表　　洋一

下林 山岸　富明

位川 高納　伸行

太平寺 中島　　章

清金 加藤　哲夫

清金三丁目 野口　良一

末松 新田　洋一郎

郷
地
区

稲荷 谷野　啓吾

堀内 塩田　　健

堀内新 坂元　圭也

田尻町 柳田　正久

三日市町 志村　邦夫

三日市新町 出水　　豊

二日市町 北村　芳博

徳用町 竹中　　重

郷町 齊藤　秀治

蓮花寺町 宮岸　久司

柳町 北口　　修

長池 割出　孝信

押
野
地
区

丸木 吉岡　　潤

押野 南　　貴福

押越 西野　　勉

野代 吉田　雅明

あすなろ団地 高野　智裕

御経塚 宮島　利文

あやめ 藤田　雅顯

　２月17日㈯、情報交流館カメリアで市連合町内会総会が開催され、
今年の町内会長が一同に集いました。
　なお、多年にわたり町内会長として地域に貢献された太田譲二さ
ん（藤平田）、西川昇剛さん（堀内新）、田中俊久さん（あすなろ団地）
に表彰状が贈呈されました。

世界の青年が野々市を来訪～世界青年の船～

平成 29年度　市俳句協会新年句会
　２月３日㈯、富奥防災コミュニティセンターで会員 25人が参加のもと、新年句会が開
催されました。市文化協会への加入 25周年を記念した句会の秀句抄を紹介します。

　
　
秀
句
抄

　
一
位
　
　
黒
髪
に
ど
ん
ど
の
匂
ひ
持
ち
帰
る 

南　
　
邦
夫

　
二
位
　　
下
校
児
の
手
加
減
な
し
の
雪
礫つ

ぶ
て 

瀬
戸　
初
枝

　
三
位
　
　
禅
堂
の
明
け
の
一
燈
春
浅
し 
松
本　
黎
子

　
入
選
　
　
こ
こ
ろ
ま
で
歳
は
と
る
ま
じ
初
鏡 
中
村　
珠
栄

　
　
　
　　
雪
す
か
し
一
行
で
足
る
日
記
か
な 

山
田　
季
未

　
　
　
　
　
ゆ
る
や
か
に
年
重
ね
た
り
冬
銀
河 

奥
村
誠
一
路

　
　
　
　
　
五
箇
山
の
黙も

だ
の
中
な
る
冬
銀
河 

笹
野　
邦
子

　
　
　
　
　
撫
で
牛
の
背せ

な
に
あ
そ
べ
る
寒
雀 

小
林　
清
枝

奥
村
誠
一
路
先
生

　
特
選　
　
黒
髪
に
ど
ん
ど
の
匂
ひ
持
ち
帰
る 

南　
　
邦
夫

　
準
特
選　
禅
堂
の
明
け
の
一
燈
春
浅
し 

松
本　
黎
子

　
　
　
　
　
初
春
の
新
図
書
館
に
字
を
拾
ふ 

山
田　
深
雪

西
田
さ
い
雪
先
生

　
特
選　
　
黒
髪
に
ど
ん
ど
の
匂
ひ
持
ち
帰
る 

南　
　
邦
夫

　
準
特
選　
こ
こ
ろ
ま
で
歳
は
と
る
ま
じ
初
鏡 

中
村　
珠
栄

　
　
　
　
　
朝
日
差
し
ゐ
て
も
大
寒
風
固
し 

水
橋
眞
智
子

林
和
子
先
生

　
特
選
　
　
下
校
児
の
手
加
減
な
し
の
雪
礫つ

ぶ
て 

瀬
戸　
初
枝

　
準
特
選
　
温
も
り
を
花
芯
に
秘
め
る
寒
牡
丹 

藤
谷　
幸
恵

　
　
　
　
　
待
春
や
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
子
等
と
焼
き 

辻　
　
文
江

役　員（敬称略）

連合町内会役員の皆さん

会　長 藤田　雅顯（あやめ）
副会長 久保　哲造（白山町）
　〃 山岸　富明（下林）
　〃 塩田　　健（堀内）
会　計 吉岡　　潤（丸木）
理事・会計監査 垣坂　太佳盛（高橋町）
　〃 中島　　章（太平寺）
理　事 髙橋　吉隆（本町一丁目）
　〃 黒保　　洋（本町四丁目）
　〃 戸田　大生（本町六丁目）
　〃 久保　俊策（粟田）
　〃 高納　伸行（位川）
　〃 又多　信也（新庄三丁目）
　〃 志村　邦夫（三日市町）
　〃 北口　　修（柳町）
　〃 西野　　勉（押越）
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耳
が
原
因
の
め
ま
い
に
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

《
良
性
発
作
性
頭
位
め
ま
い
症
》

　

頭
を
特
定
の
位
置
に
動
か
し
た
と
き

に
、
回
転
性
の
め
ま
い
が
起
こ
り
ま
す
。

数
分
以
内
に
治
ま
り
ま
す
が
、
繰
り
返
す

こ
と
が
特
徴
で
す
。
難
聴
や
耳
鳴
り
な
ど

は
伴
わ
ず
、
め
ま
い
の
多
く
が
こ
の
病
気

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

《
メ
ニ
エ
ー
ル
病
》

　
回
転
性
の
め
ま
い
が
10
分
か
ら
数
時
間

続
き
、
何
度
も
繰
り
返
し
ま
す
。
数
年
続

く
こ
と
も
あ
り
、
難
聴
や
耳
鳴
り
を
伴
い

ま
す
。
ス
ト
レ
ス
を
き
っ
か
け
と
す
る
こ

と
が
多
く
、
め
ま
い
の
発
作
を
繰
り
返
す

た
び
に
、
難
聴
が
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

《
突
発
性
難
聴
》

　
強
い
難
聴
が
突
然
起
こ
り
、
め
ま
い
を

伴
う
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
メ
ニ
エ
ー

ル
病
と
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
難
聴
や
め

健 康 通 信

問い合わせ
◆健康推進課
☎248－3511

め
ま
い
が
起
き
た
と
き

　
　
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

　
め
ま
い
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
６
〜
７
割
が
耳
の
病
気
が
も
と
と

な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
耳
に
は
音
を
聞
く
働
き
と
、
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
る
働
き
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
働
き
が
低
下
す
る

と
、め
ま
い
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
い
の
発
作
を
繰
り
返
す
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ス
ト
レ
ス
を
き
っ
か
け
と
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

《
前
庭
神
経
炎
》

　
起
き
上
が
れ
な
い
ほ
ど
の
激
し
い
め
ま

い
の
発
作
が
起
こ
り
、
数
日
間
に
わ
た
っ

て
断
続
的
に
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
難

聴
や
耳
鳴
り
は
伴
い
ま
せ
ん
。
風
邪
を
ひ

い
た
後
な
ど
に
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
め
ま
い
の
多
く
は
耳
に
原
因
が
あ
る
の

で
、
音
や
光
な
ど
、
外
か
ら
の
刺
激
を
な

る
べ
く
減
ら
し
て
暗
い
部
屋
で
横
に
な
り

ま
す
。

　
症
状
が
落
ち
着
い
て
き
た
ら
、
耳
鼻
咽

喉
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
受
診
の
際
に

は
、

①
め
ま
い
が
ど
の
く
ら
い
続
い
た
か

②
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
る
の
か

③
き
っ
か
け
は
何
か
（
頭
を
動
か
し
た
と

き
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
、
風
邪
を

ひ
い
た
な
ど
）

④
難
聴
や
耳
鳴
り
を
伴
っ
て
い
る
か

な
ど
を
、
医
師
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
脳
腫
瘍
な
ど
の
脳

の
病
気
に
よ
り
め
ま
い
が
起
き
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
症
状
と
し
て
、

・
激
し
い
頭
痛

・
意
識
が
も
う
ろ
う
と
す
る

・
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い

・
体
に
し
び
れ
や
ま
ひ
が
あ
る

・
う
ま
く
飲
み
込
め
な
い

・
物
が
二
重
に
見
え
る

・
後
頭
部
か
ら
首
の
付
け
根
に
か
け
て
痛

　
み
が
あ
る

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
一

刻
を
争
い
ま
す
。
た
め
ら
わ
ず
、
す
ぐ
に

救
急
車
を
呼
ん
で
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
１
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）

１
月
分
入
札

■ 

野
々
市
市
中
林
土
地
区
画
整
理
事
業　

四
十
万
末
松
線
街
路
築
造
工
事　
第
５

工
区

予
定
価
格　
１
５
２
０
万
６
４
０
０
円

落
札
価
格　
１
４
４
３
万
９
６
０
０
円

落
札
者　

 

㈱
升
方
工
務
店

■ 

公
共
下
水
道
事
業　
汚
水
管
布
設
工
事

中
林
第
一
処
理
分
区　
第
３
工
区

予
定
価
格　
２
９
３
３
万
２
８
０
０
円

落
札
価
格　
２
８
０
８
万
円

落
札
者　

 

㈱
堀
建
設

■ 

（
街
路
）
高
尾
郷
線
整
備
事
業　
物
件

移
転
補
償
費
算
定
業
務　
第
２
工
区

予
定
価
格　
１
０
８
８
万
６
４
０
０
円

落
札
価
格　
１
０
２
６
万
円

落
札
者　

 

㈱
日
本
海
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

入
札
結
果

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■
市
社
会
福
祉
協
議
会
基
金
へ

▽
直
喜　
節
子
様
か
ら　
　
　
　
５
千
円

ご 

寄 

附

▽
㈱
絹
川
商
事
様

　
市
福
祉
基
金
へ
25
万
円
、
市
立
図
書
館

の
図
書
購
入
費
と
し
て
25
万
円
を
寄
附
さ

れ
た
。

▽
野
々
市
農
業
協
同
組
合
様

　
市
立
小
学
校
へ
金
員
を
寄
附
さ
れ
、
教

育
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。

市 
感 

謝 

状

地域の活性化を考える～まち・ひと・にぎわいセミナー～

　１月 26 日㈮、情報交流館カメリアにてまち・
ひと・にぎわいセミナーの第１回が開かれ、講師
の丸山孝明氏（㈱代官山ワークス代表取締役）が
マルシェを通したまちづくりについて講演しまし
た。東京都で 100 店舗が出店する日本最大のマル
シェを企画運営する丸山氏は「生産者と消費者が
直接対面し、密接な関係を築くことができるマル
シェは新しい流通の形だと思う」と語りました。
　マルシェをきっかけとして、地域住民と生産者
が豊かな関係を築くことで地元への愛着を高める
ことができ、また、その土地に元々住んでいる住
民と新しく住み始める住民の交流にもつながるこ
とが期待できます。丸山氏の講演を、約 80 人の
参加者は熱心に聞いていました。

「豊かさとは人と人のつ
ながりのことだと思いま
す」と語る丸山氏

　また、２月 23日㈮の第２回では関由有子氏（（一
社）雁木のまち再生代表）が～上越高田「雁木の
まち」継承の道のり～をテーマに講演し、住み慣
れた地域をさまざまな視点から見つめ、今まで気
付かなかった魅力を発見して育てることの楽しさ
と大切さを伝えました。

　最終回の第３回は３月 19 日㈪、学びの杜のの
いち　カレードの建設にも携わった藤田公仁子氏
（富山大学教授）が～生きがい・やりがいをまちの
元気に～と題して、地域・学習者の視点から捉え
たまちづくりについて語ります。

マルシェでまちににぎわいを 旧北国街道のにぎわいを考える

「ひとがつくる」地域社会システム

ロケットで宇宙へGO!

　２月 10 日㈯、情報交流館カメリア
でコズミックカレッジ in 野々市が開催
されました。ＪＡＸＡ宇宙航空研究開
発機構との連携で行われたこの事業に
は、市内の小学生ら 88人が参加。
　ロケットの原理や国際ステーション
について学び、宇宙食を実際に試食し
たほか、バルーンや注射器で作ったロ
ケットを発射し、飛距離を競いました。
　児童らは各自が工夫して作ったロ
ケットの飛距離を競い、より遠くに飛
ばすための仕組みを楽しみながら学習
しました。

コズミックカレッジ

め
ま
い
を
起
こ
す
耳
の
病
気

め
ま
い
の
原
因

こ
ん
な
と
き
は
要
注
意

も
し
め
ま
い
が
起
き
て
し

ま
っ
た
ら
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Dreamsぼくの夢、わたしの夢

かがやく瞳

Topicsトピックス

　ほのみこども園設立とともに入園してきた子どもた
ちも、あっという間に卒園間近となりました。3年間
でたくさんの活動や地域交流、行事を経験してきま
した。中でも、昨年12月から取り組んでいる『けん
玉名人』を紹介します。
　保育室には人数分のけん玉、技の本、個々のけん
玉名人表を用意しました。早速、興味を持った子ど
もたちは夢中になって練習を始め、次々と技を習得し
ていきます。家でもけん玉の技を調べ、保護者や友
達に伝えています。思うようにできず、諦めてしまっ
た子はできるようになっていく友達を見て、再度練習
を始めます。

　また、諦めずに頑張っている子のそばへ行き、コ
ツを知らせ、励ましている姿も見られました。自分や
友達の名人シールが増えていくと、クラス全体で喜
び合いお祭り騒ぎです。
　1月の誕生会では、遊戯室の舞台で全員が得意技
を披露するまでになりました。自分たちで考え行動
し、仲間と一緒に達成することを喜び合える素敵な
クラスです。
　いよいよ4月からは1年生です。新たな一歩を踏
み出し『笑顔で前進！ほのみこども園20人の子ども
たち！』

笑顔で前進！
ほのみこども園

警
察
官
に
な
り
た
い

早
坂 

形
至
く
ん   

御
園
小
学
校
１
年
生

動
物
園
の
飼
育
員
に
な
り
た
い

吉
田 

花
帆
さ
ん   

富
陽
小
学
校
４
年
生

　２月10日㈯、学びの杜ののいち　カレー
ドで市防災講演会が開催されました。岩手
県遠野市職員の小向孝子氏が講師を務め、
東日本大震災での経験について講演しまし
た。遠野市は自らが被災して避難所を開設
するとともに、隣接する大槌町からの救援
要請にも応え、職員の派遣や250回もの救
援物資の搬送を行いました。
　避難所を開設した際には朝夕２回のミー
ティングを行って情報共有の徹底に努めた
ほか、避難所の利用ルールを定めてオリエ
ンテーションを行ったことで、大きな混乱
もなく運営することができました。
　小向氏は「普段からの人と地域の関係が
避難所開設の初動対応や人員確保につなが
る」と語り、住民、自治体、企業などが連
携することの大切さを説きました。

広
告
欄

http://www.nihonkai.co.jp/

学びの杜ののいち カレード　野々市市立図書館
〒921-8845　太平寺四丁目156番地 　　☎248ー8099
開館時間：午前９時～午後 10時　　　   休館日：毎週水曜日

12/29 ～ 1/3

芝刈りを１年間さぼったらどうなるの？夜
になると花が閉じるのはどうして？数千人
の園芸家の悩みに答えてきた英国のカリス
マ庭師が、植物と植物を取り巻く環境にま
つわる疑問に分かりやすく答える。美しい
図版が満載。

●図書展示（児童コーナー）
　「まちどおしい！春がきた」
　だんだんと暖かくなり、人間も動物も待ち遠しい春がやってきまし
た。春は楽しいことがいっぱいですね。春の絵本やおはなし、春の行
事など、うきうきする本を展示します。

英国王立園芸協会とたのしむ植物のふしぎ
ガイ・バーター／著
北 綾子／訳
河出書房新社　2018.1

Book Review
おすすめの本
一般向け

　　うさこちゃんおはなし会（３歳以上対象）
　　３月 10日、24日㈯　11:00 ～ 11:30

　　ピヨピヨおはなし会（０・１・２歳対象）
　　３月 15日㈭　10:30 ～ 11:00

　　ストーリーテリング（３歳以上対象）
　　３月 17日㈯　14:00 ～ 14:30

　　４月７日㈯　13:30 ～ 15:30
　　「アヒルと鴨のコインロッカー」

おはなし会コーナー

音楽スタジオ
定員 50人、申込不要

会しなはお

会映上

　　ストーリーテリング（３歳以上対象）

０７６－２４６－５１０５
ご予約・お問い合わせ

野々市市横宮町１４－４６　定休日：月曜日

七五三

各種宴会

長寿祝いお食い初め

大切な人を偲ぶ
ご法要

両家
お顔合せ

各種宴会

長寿祝い

営業時間：11:30 ～ 14:00、18:00 ～ 23:00 代表：西山

野々市検定
新しい発見があるかも！？野々市のことをどれくらい知っていますか？

正解は

ページ

第
１
問

第
３
問

第
２
問

84 14

平成30年３月25日、JR野々市駅は開業何周年を迎える？
A　10周年　　B　30周年
C　50周年　　D　100周年

現在、男子高校バスケットボール界でNo.1 との呼び声が
高い大倉颯太選手。バスケットボールを始めたのはいつ？
A　保育園年長　　B　小学１年生
C　中学１年生　　D　高校１年生

世界青年の船事業で野々市を訪れた青年ら。彼らの出身国
はメキシコともう一つは？
A　アメリカ　　　　　　B　オーストラリア
C　ニュージーランド　　D　モザンビーク

東日本大震災の教訓を生かして
市防災講演会

約40人の参加者は熱心に小向氏の話を聞いていました。

講師を務めた遠野市職員の小向孝子氏

2017Ｓ014

（石川県勤労者共済生活協同組合）

全労済は、営利を目的としない保障の生協
として共済事業を営み、組合員の皆さまの
安心とゆとりある暮らしをめざしています。
出資金をお支払いいただいて組合員になれ
ば、各種共済をご利用いただけます。

石川推進本部

白山・野々市地域ライフ・サポートセンター 白山市殿町46番地 ☎ 076-274-5114
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まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
秘書広報課（☎227－6056）

市創業支援ネットワーク協力のもと、皆さんの夢をサポート

会場は食欲をかきたてるエキゾチックな香りで包まれました。

貴重な文化財を火災から守る
平成 30年文化財防火デー
　１月21日㈰、二日市町内の荒川神社にて火災防御訓
練が行われました。法隆寺の金堂壁画が焼損した昭和
24年１月26日にちなんで、毎年１月26日は文化財
防火デーと定められ、文化財を対象とした防火運動が
全国的に実施されています。
　訓練には市消防団員や野々市消防署員、地元自警団
が参加し、火災を想定した消化活動を実施。二日市町
内会長の北村さんは「文化財を守る意識、防火意識を
高めることができた」と手応えを口にしました。

トラブルを回避して明るい新生活を
消費生活啓発リーフレットなどの贈呈
　市消費生活センターは１月25日㈭、若者に多い消費
者トラブルの事例をまとめたリーフレットなどを野々
市明倫高校の３年生約270人へ贈りました。社会人と
して独り立ちを控える卒業間近の高校生向けに、セン
ターでは毎年啓発を行っています。越柴センター長が
「若者をターゲットにした悪徳商法の被害に遭わないよ
う、また困った時はすぐ相談するようお願いします」
と呼びかけ、生徒代表の竹田幸史朗さんは「だまされ
ない、賢い消費者になるよう頑張ります」と応えました。

このほか、１月中に重要文化財の立ち入り検査を実施しました。

消費生活啓発グッズの贈呈は今年で８回目となりました。

宝くじおしゃべり音楽館
～想い出のスクリーンミュージック～
　１月21日㈰、文化会館フォルテにて宝くじ
おしゃべり音楽館～想い出のスクリーンミュー
ジック～が開催されました。宝くじの助成金に
より開かれた今回のコンサートには612人が
来場。今回は映画音楽を中心とした構成で、聞
き覚えのある音楽が会場に響きました。
　指揮者の藤野浩一さん率いるおしゃべり音楽
館ポップスオーケストラの演奏に加え、司会
の清水ミチコさんによるモノマネを交えた爆笑
トークや弾き語り、小原孝さんのピアノ演奏、
島田歌穂さんの美しい歌声に観客は魅了され、
大いに楽しみました。
　また、終盤には野々市明倫高校合唱部、布水
中学校合唱部、フォルテ児童合唱団がオーケス
トラと共演して舞台に上がり、歌声を披露しま
した。

自分らしい働き方、応援します
創業セミナー
　学びの杜ののいち　カレードにて２月３日㈯、創業
セミナーを開催しました。対象となったのはおおむね
30代までの、創業に関心がある人や、市内ですでに創
業している人などで、13人が参加。４人の先輩創業者
から体験談を聞き、不安や疑問に思っていることを話
し合いました。「資金面が心配」という参加者に対し、
先輩創業者は「市や商工会、金融機関などいろいろな
ところが支援してくれる。一人じゃないので、先輩も
どんどん頼ってください」と答えていました。

世界の美食に舌鼓
国際料理交流パーティー
　２月４日㈰、「子どもも大人も楽しめる！国際料理交
流パーティー」が富奥防災コミュニティセンターで開
催されました。平成29年度の提案型協働事業として
NPO法人YOU-I と☆Mady's Land☆が企画したイベ
ントは大盛況。あいにくの雪模様にも関わらず、地域の
親子や留学生など146人が参加しました。在住外国人
から聞く子育て事情は興味深い話ばかり。参加者は各国
の料理を食べながら、和気あいあいと地域のことや子育
てについて意見を交わし、交流を深めていました。

楽しく体を動かそう♪
らくらくエアロビクス教室
　２月19日から３月26日までの毎週月曜日、市スポー
ツセンターにて全６回のらくらくエアロビクス教室を
開催しています。初回には30人が参加し、音楽に合わ
せて歩いたり、体をひねったり、手をたたいたりしな
がら汗を流しました。
　元気な講師の声掛けに合わせて次々と変わっていく
運動に、参加者からは思わず笑顔がこぼれる場面も。「脚
が結構きつかった。日ごろの運動不足を実感しました」
などの声もあり、リフレッシュの時間となりました。 リズムに乗ってステップを踏む参加者たち

迫力の舞台を好演！
劇団 nono（のの）第９回定期公演
　文化会館フォルテにて2月11日㈰・12日（月・振休）、
市民劇団「劇団nono」が『三國志ッ !!ジャングルゲーム』
を上演しました。本作はKAZARI@DRIVE首魁の風李一
成氏が三國志演義「南蛮征伐」を元に書き下ろした作品。
　歌、ダンス、笑いを織り交ぜ、幅広い年代が楽しめる
舞台となりました。中でも、初挑戦した殺陣は迫力満点！
300人の観客は劇団員の熱演に引き込まれました。公演
は「新しいnonoが見られ、最後まで目が離せなかった」
と好評で、大成功を収めました。生き生きとした演技で観客を楽しませました。
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個人情報保護のため本人・ご家族の希望があったものを掲載しています

※住民基本台帳に記載されている数字です

H30.1.16 ～ H30.2.15 受付分

■１月末現在の人口（　）は前月比
人　口 52,143 人 （＋ 9）
　男 26,320 人 （－ 3）
　女 25,823 人 （＋ 12）
世帯数 23,111 世帯 （＋ 2）

■１月中の人の動き
　転　入 203 人
　転　出 207 人
　出　生 56 人
　死　亡 43 人

今
川　

晴は
る
み
つ允

正
也

涼
佳
）
三
納
２

宮
村　

奏か

な

と杜

侑
志

真
由
）
徳
用
３

藤
田　

真ま

お緒

典
明遥
）
野
代
２

⻆
野　
　

圭け
い

玄

小
夜
子
）
下
林
４

岡
島　

大や

ま

と和

祐
貴

知
美
）
新
庄
３

永
井　
　

翔
か
け
る

貴
也

め
ぐ
み
）
三
日
市
１

上
川　
　

巧
た
く
み

聡
香
織
）
扇
が
丘

黒
﨑　
　

凜り
ん

貴
昭

麻
衣
）
押
野
７

改
瀨　

萌も

ね音

貴
弘

聖
栄
）
押
越
２

中
松　

賢け

ん

と徳

大
地葵
）
菅
原
町

水
渕　
　

律り
つ

亘

小
百
合
）
押
野
６

西
本　

優ゆ

う

や弥

巧
結
花
）
藤
平
田
１

宮
本　

莉り

さ沙

直

亜
矢
子
）
野
代
３

松
澤　

汐き

よ

せ晟

研
大

舞
子
）
中
林
５

堀
野　

蒼そ

う

た太

学
嗣恵
）
二
日
市
５

谷
内　

遥は

る

い一

英
之

信
代
）
押
野
５

岡
本
ひ
な
た

正
樹

か
お
り
）
徳
用
２

笠
森
貢こ

う
し
ろ
う

史
郎

太
郎

裕
子
）
上
林
４

竹
原　

ゆ
ず

一
宏

美
佐
）
太
平
寺
１

納
谷　

佑ゆ

う

か果

旭
洋

恵
美
子
）
御
経
塚
３

本
間　

唯ゆ

い

と人

直
人

七
海
）
本
町
６

う
ぶ
ご
え

子
の
名

親
の
名

住
　
所

氏
　
名

前
住
所

住
　
所

た
か
さ
ご

浦
田　

和
昌　

上
林
４

藤
野　

恵
実　

上
林
４
）
上
林
４

莟　
　

邦
寛　

二
日
市
１

石
川　
　

舞　

二
日
市
１

）
二
日
市
１

鹿
住　

潤
希　

住
吉
町

永
井
菜
美
子　

押
野
５
）
住
吉
町

小
寺　

一
樹　

中
林
２

森
田
真
沙
美　

白
山
市
）
中
林
２

南
部　

友
也　

押
越
２

田
中　

理
絵　

白
山
市
）
押
越
２

池
田　

晴
夫 

矢
作
３ 

63
歳

金
田　

庄
一 

本
町
１ 

90
歳

竹
山　
　

孝 

新
庄
１ 

83
歳

堀　

 

本
町
３ 

99
歳

德
野　

曉
子 

本
町
４ 

83
歳

下　
　

邦
彦 

新
庄
３ 

76
歳

宇
野
喜
美
子 

太
平
寺
２ 

90
歳

木
村　

春
栄 

柳　

町 

88
歳

新
藤　

彩
姫 

本
町
６ 

５
歳

浦
野　

才
次 

三
納
３ 

66
歳

越
田　

愛
子 

本
町
４ 

94
歳

村
田　

久
一 

本
町
６ 

71
歳

城
寳　

常
夫 

扇
が
丘 

82
歳

西
野
美
代
子 

押
越
１ 

95
歳

西
川　

泰
博 

本
町
２ 

73
歳

駒
井　

松
夫 

本
町
３ 

77
歳

北
川　

皐
月 

上
林
３ 

98
歳

瀬
戸　
　

寛 

新
庄
１ 

80
歳

中
敷
進
一
郎 

御
経
塚
１ 

87
歳

清
水　

禮
二 

菅
原
町 

89
歳

氏
　
名

住
　
所

年
　
齢

お
く
や
み

小
林　

由ゆ

う

や弥

武
史

か
お
り
）
押
越
１

竹
田　

健け

ん

と人

圭
佑

明
子
）
新
庄
６

梅
田　

莉り

お緒

恵
輔

由
紀
乃
）
菅
原
町

塚
本　

柊し
ゅ
う
や矢

春
樹

美
穂
）
御
経
塚
１

南　

優ゆ

ず

は

珠
羽

真
太
郎藍
）
太
平
寺
１

藤
場　

奏そ

う

し史

剛
有
希
）
三
納
１

島
田　

小こ

は

る遥

英
明愛
）
横
宮
町

竹
島　

來く

れ

あ愛

真
也

莉
奈
）
新
庄
２

吉
井　

彩あ

お

い桜

大

か
お
る
）
粟
田
２

前
野　

文あ

や

ね音

雅
和

劉
海
艶
）
稲
荷
２

J

じ

ゅ

ま

U
M
A
A
H
 
L

り

お

E
O

ALI HAMMAD 
JUMAAH

蕭
稚
芳
）
高
橋
町

橘　
　

宗そ

う

た汰

孝
志

恵
実
）
本
町
４

田
中　

凌り
ょ
う
き輝

博
之

杏
奈
）
御
経
塚
５

久
保
田　

浬
か
い
り

優
也

珠
里
）
位　

川

本
田　

莉り

ゆ結

哲
也

晴
美
）
徳
用
２

太
田　

創そ

う

し士

明
伸

利
佳
）
押
越
１

澤　
　

初う

い衣

達
哉

玲
奈
）
中
林
１

宮
竹　

律り

つ月

翔
大

喜
美
）
押
野
５

坂
口　

茉ま

ゆ悠

和
則

美
佳
）
二
日
市
２

爲
田　

真し

ん

ば羽

佑
介

愛
美
）
御
経
塚
３

新
田　

茉ま

し

ろ白

恭
平

ま
な
み
）
下
林
４

櫻
井　

夏な

つ

め芽

峻

ま
ど
か
）
押
越
１

岡
田　

樹い

つ

き生

拓
也

愛
弓
）
押
野
１

山
本　

玄
晃　

粟
田
６

吉
田　

千
晶　

沖
縄
県
）
粟
田
６

真
脇　
　

葵　

二
日
市
５

濱
中　

花
菜　

珠
洲
市
）
二
日
市
５

青
山　

恭
平　

白
山
市

平
野　

真
結　

太
平
寺
３

）
二
日
市
１

山
本　

修
士　

本
町
５

竹
下　

由
那　

白
山
市
）
本
町
５

白
﨑　

正
悟　

押
野
４

近
藤　

真
理　

加
賀
市
）
押
野
４

山
内　

寿
和　

野
代
３

南　
　

捺
稀　

野
代
３
）
野
代
３

魚
江　

佳
佑　

小
松
市

藪
田
真
珠
美　

押
越
２
）
押
越
２

織
田　

浩
輝　

矢
作
１

高
硎　

春
花　

粟
田
４
）
矢
作
１

宮
田　

稔
也　

押
野
７

田
中
由
美
子　

金
沢
市
）
押
野
７

ののいちふれあい通信
8:00～8:30、18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch

ラジオ広報

テレビ広報

声で聴く「広報野々市」
問い合わせ 橋野 千恵子
（☎248-2521）

音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報野々市を録音したテー
プを作っています。また、地域ポータルサイト「ののいちタウン
情報局」でも、聞くことができます。目の見えない人だけでなく、
活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

えふえむ・エヌ・ワン

金沢ケーブルテレビネット

ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～7:00、11:15～11:55、16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

古紙配合率100％再生紙を使用しています

ののいちふれあい通信
8:00～8:30、18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch

ラジオ広報

テレビ広報

声で聴く「広報野々市」
問い合わせ 橋野 千恵子
（☎248-2521）

音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報野々市を録音したテー
プを作っています。また、地域ポータルサイト「ののいちタウン
情報局」でも、聞くことができます。目の見えない人だけでなく、
活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

えふえむ・エヌ・ワン

金沢ケーブルテレビネット

ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～7:00、11:15～11:55、16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

古紙配合率100％再生紙を使用しています

パソコン、スマートフォンのアプリでも聴けます！
FM-N1ホームページからクリック！
▶http://fmn1.jp/

編
集
後
記

野々市検定回答
今月の
表紙
　今月はJR野々市駅のホームで撮
影した１枚です。雪の残る２月下旬、
平日の午前中でしたが、野々市駅で
は小さな子どもからお年寄りまでた
くさんの人が乗降しており、交通手
段として大いに利用されていること
が分かりました。新幹線の開通もあ
り、今後もさらに利用者の増加が見
込まれます。これからも長く利用さ
れる駅になるよう、大切に使ってい
きたいですね。

（問題は 10ページ）

【第 1問】C　50周年
今月で昭和 43 年３月 25 日の開業から 50 周年を迎えます。
３月 17日㈯には JR 野々市駅周辺でイベントも開催されます
ので、ぜひ足を運んでみてください。
【第 2問】B　小学１年生
今後も成長を続け、Bリーグでプレーするという夢を叶えてほ
しいですね。
【第 3問】D　モザンビーク
喜多家住宅やカレードを見学した彼らは、伝統的な建物や最新
の図書館を備える野々市に感動していました。

●
先
月
の
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
け
が
を
乗
り
越
え
て

金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
羽
生
結
弦
選
手
の
姿
に
日
本
中
が
感
動

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、朝
日
杯
将
棋
オ
ー
プ
ン
戦
で
は
、

藤
井
聡
太
プ
ロ
が
史
上
最
年
少
で
公
式
戦
を
制
し
、
大
き
な

話
題
と
な
り
ま
し
た
。
若
い
世
代
の
台
頭
に
明
る
い
未
来
を

感
じ
ま
す
。
夫
婦
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て「
子
は
か
す
が
い
」

と
い
い
ま
す
が
、
世
間
の
一
体
感
を
生
み
だ
す
若
い
選
手
た

ち
の
活
躍
は
、
ま
さ
に
社
会
の
か
す
が
い
で
す
ね
。
野
々
市

市
か
ら
も
か
す
が
い
と
な
る
子
が
た
く
さ
ん
育
つ
と
い
い
な

と
思
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ・Ｎ
）

●
大
倉
颯
太
選
手
を
取
材
し
た
際
、
地
元
の
石
川
県
か
ら
全

国
優
勝
す
る
た
め
に
北
陸
学
院
高
校
に
入
学
を
決
め
た
、
と

い
う
話
を
聞
い
て
と
て
も
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

彼
は
１
年
の
う
ち
、バ
ス
ケ
を
し
な
い
日
は
数
日
し
か
な
い
、

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
常
に

上
を
目
指
す
ス
ト
イ
ッ
ク
な
姿
勢
が
本
当
に
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
大
倉
選
手
は
全
国
版
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
雑
誌
の

表
紙
を
飾
る
ほ
ど
知
名
度
が
高
く
、
バ
ス
ケ
に
携
わ
る
人
な

ら
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本

を
代
表
す
る
選
手
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。　

 （
Ｔ
・
Ｋ
）

いち
市内で活躍する人を紹介します。

　
「
関
わ
る
み
ん
な
が
ハ
ッ

ピ
ー
に
な
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
」
と
話
す
の
は
、
高
橋
美

乃
里
さ
ん
。
現
役
マ
マ
た
ち
の

リ
ア
ル
な
声
を
生
か
し
た
子
育

て
支
援
情
報
サ
イ
ト
・
の
の
い

ち
は
ぐ
ド
ッ
ト
ネ
ッ
ト
を
運
営

し
、
子
ど
も
服
無
料
交
換
サ
ー

ビ
スC

U
RU

∞C
U
RU

や
情

報
誌C

hoC
o

の
発
行
を
通
し

て
、
子
育
て
世
帯
の
つ
な
が
り

作
り
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

マ
マ
た
ち
の
架
け
橋

　

地
域
の
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
私
自
身
が
知
り
た
い
と
思
っ

た
の
を
き
っ
か
け
に
、
家
庭
教

育
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
紙
媒
体
が
中
心
で
、

必
要
な
情
報
が
若
い
世
代
に
伝

わ
っ
て
い
な
い
と
感
じ
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
始
め
ま
し
た
。
利

用
す
る
マ
マ
た
ち
が
、
子
育
て

を
楽
し
む
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
見

つ
け
、
人
や
地
域
と
無
理
な
く

自
然
に
つ
な
が
っ
て
も
ら
え
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。

未
来
の
た
め
に

　

私
は
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
社
会
を

良
く
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

幼
少
期
を
豊
か
に
過
ご
し
た

根
っ
こ
の
太
い
子
は
、
た
く
ま

し
く
生
き
る
力
を
身
に
付
け
、

や
が
て
は
地
域
や
社
会
を
支
え

る
柱
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
の
さ
さ
や
か
な
『
チ
ョ

コ
っ
と
』
が
未
来
に
つ
な
が
る

と
信
じ
、
思
い
を
込
め
て
活
動

し
て
い
ま
す
。C

hoC
o

の
制

作
は
マ
マ
同
士
の
共
感
や
刺
激

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
興
味
の
あ

る
方
、
一
緒
に
始
め
ま
せ
ん
か
。

プロフィール
名前　たかはし　みのり
誕生日　３月 14日
出身地　金沢市
野々市に住んで約５年
趣味　旅行

高橋  美乃里さん
（徳用３）

66

『チョコっと』の取り組みで
世代をつなぎ
私たちの未来を育もう

竹
原　

昂こ

う

し史

尚
史

鈴
香
）
押
野
１

林　
　

光み

つ

き樹

大
樹

法
子
）
二
日
市
１

高
橋　

莉り

こ心

大
樹

奈
央
）
本
町
１

川
元　

彩あ

や

か加

貴
雄

順
子
）
徳
用
３

山
本　

浩こ

う

が雅

浩
之

美
樹
）
矢
作
２

小
菅　

隼し
ゅ
ん
や矢

悠
貴

愛
子
）
御
経
塚
２

小
林　

千ち

は

や隼

昌
正

貴
子
）
横
宮
町

二
木　

明あ

か

り里

雅
史

智
子
）
郷　

１

夷
藤　
　

凌
り
ょ
う

伸
之

な
お
み
）
稲
荷
１

池
崎　

芽め

い生

俊
行

陽
子
）
押
野
３

門
脇　

蓮れ

む夢

辰
巳恵
）
上
林
４

眞
智　

諒り
ょ
う
た多

由
彦

真
美
）
位　

川

西
村　

真ま

な

と翔

友
哉

智
美
）
新
庄
２

永
瀬　

双ふ

た

ば葉

克
哉

瑛
子
）
粟
田
３

九
里　

優ゆ

あ愛

和
希

智
世
）
押
野
１



 募集中！
　発行月に１歳になる市内に住む子どもの写真を募集していま
す。子どもの写真（データ推奨）に❶子どもの氏名・ふりがな 
❷生年月日 ❸性別 ❹住所 ❺両親の氏名・ふりがな ❻日中に
連絡が取れる電話番号 ❼一言コメント（子どもが話す立場で
15文字以内）を添えてメール、郵送または持参で応募してく
ださい。（メールに写真データを添付しての応募を推奨します。
その場合はタイトルを「ののいちっ子応募」としてください。
現像写真を郵送または持参する場合、写真は返却しません）

次号は４月生まれです。
募集期間　３月13日（火）まで（応募多数は抽選）
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フ
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野
々
市
　
第
756
号　
平
成
30
年
３
月
発
行

３月生まれ

今
日
は
カ
レ
ー
ド
で

何
借
り
よ
う
♪

H29.3.24 生まれ

澤
さわだ
田 佑

ゆう か
花 ちゃん

（矢作1）
父：卓也さん　母：真弓さん

ふ
わ
ふ
わ
を
ギ
ュ
ー

す
る
の
大
好
き
♡

H29.3.28 生まれ

西
にしやま
山 昊

こう
 くん

（新庄2）
父：修平さん　母：真希さん

み
か
ん

ち
ょ
ー
だ
い

H29.3.27 生まれ

橋
はしなか
中 悠

ゆう り
利 くん

（菅原町）
父：孝志さん　母：恵美さん

元
気
い
っ
ぱ
い
！

い
た
ず
ら
大
好
き
♡

H29.3.7 生まれ

吉
よしだ
田 湊

みな と
登 くん

（御経塚4）
父：和馬さん　母：恵さん

お
兄
ち
ゃ
ん
大
好
き

♡
沢
山
遊
ぼ
う
ね

H29.3.13 生まれ

奥
おくだ
田 芽

ち は な
陽菜 ちゃん

（新庄4）
父：亮博さん　母：美里さん

ひ
ろ
と
お
兄
ち
ゃ
ん

だ
ー
い
好
き
☆

H29.3.15 生まれ

川
かわ
 悠
はる き
輝 くん

（郷2）
父：雅耶さん　母：友萌美さん

お
父
さ
ん
大
好
き
☆

H29.3.28 生まれ

池
いけだ
田 琉

りゅうと
人 くん

（二日市3）
父：和人さん　母：友佳梨さん

抱
っ
こ
だ
い
す
き

甘
え
ん
ぼ
♡

H29.3.2 生まれ

赤
あかほし
星 柚

ゆず は
羽 ちゃん

（稲荷4）
父：宏明さん　母：陽望さん

食
べ
る
の
遊
ぶ
の

大
好
き
だ
ー
♡
♡
♡

H29.3.25 生まれ

山
やまたに
谷 政

まさかげ
景 くん

（押野5）
父：梓さん　母：聡美さん

優
し
い
お
兄
ち
ゃ
ん

大
好
き

H29.3.29 生まれ

木
き の
野 登

とうじろう
次郎 くん

（本町4）
父：敬仕郎さん　母：美晴さん

み
ん
な
の
ア
イ
ド
ル

で
し
ゅ
！

H29.3.25 生まれ

山
やまもと
本 遥

はる と
斗 くん

（栗田1）
父：遥一さん　母：恵さん

★抽選結果などについて、発行前の事前連絡はありません。
★ 申し込みにあたり、PDF 版のホームページやマチイロへの
掲載に同意したものとします。
★ メールでの申し込みの場合、メールのデータサイズを３MB
未満にしてください。携帯電話からの応募の場合、写真のサ
イズを最大にしてください。コメントは絵文字を使わずに、
（ハート）、（星）、（音符）、（笑顔）というように代替表記し
てください。
 　〒 921－ 8510　石川県野々市市三納一丁目 1番地
 野々市市役所　企画振興部　秘書広報課　☎ 227－ 6056
 mail: hisho@city.nonoichi.lg.jp

環境にやさしい植物油インク、有害な
廃液を出さない「水なし印刷」方式、
読みやすい「ユニバーサルデザイン
フォント」を採用しています。




